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「学校支援ボランティア」の募集について(お願い) 
 

日頃より蝶屋小学校の教育活動につきまして、ご理解ご協力を賜り誠にあ

りがとうございます。 

さて、白山市では令和５年度から、全ての小学校で、より地域と連携し

ながら学校運営を進める「コミュニティ・スクール」を目指すことになり

ました。本校でも、学校、保護者、地域の方々９名で構成される学校運営

協議会を設置いたしました。そして今年度の令和７年度からは、より一層

の教育活動の充実を図るため、地域・保護者の皆様のご支援をいただきた

いと思っております。 

つきましては、「学校支援ボランティア」として登録していただき、「学

校の応援団」「地域の先生」として、子どもたちが豊かで充実した学校生

活を送ることができるようご支援いただきたいと思います。どうぞ、趣旨

をご理解いただき、蝶屋小学校の子どもたちのために、お気軽に登録をお

願いいたします。皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

なお、コミュニティ・スクールの概要については、白山市教育委員会よ

り発行されている別紙資料をご参照ください。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

【お問い合わせ】白山市立蝶屋小学校 〒929-0024 白山市井関町ヌ 15 

TEL 076(278)2243 FAX  076(278)6092   

Email：chouya-e@hakusan-city.ed.jp（担当：木村） 

 

 

「すまいるん」は、蝶屋小学校コミュニティ・スクールのマスコットキャラクターです。 

すまいるん 



学校支援ボランティア Q＆A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校支援ボランティアの登録～実施までの流れ 

登録 

【方法１】 登録用紙による登録 

必要事項をご記入の上、学校に直接提出（お子様を通しても可） 

又は郵送、ＦＡＸ、Ｅメールで送付してください 

【方法２】 フォームによる登録（ただいま準備中です。） 

ＱＲコードによりフォームを開き、必要事項をご記入の上、送信してくださ

い。 

 

依頼 

基本的にはメールで行います。 

・依頼内容、期日などをお知らせします。ご都合がよく、お引き受けいただける

方はメール返信等でご連絡をお願いします。 

・お引き受けいただける方にご来校の日時をご案内します。 

 

実施 

・当日は１５分前までに校長室にお越しください。 

・指導担当と最終打ち合わせの後、授業等を実施します。 

・事前に打ち合わせが必要な場合は、学校から連絡を差し上げます。 

 

**************   活動していただくにあたってのお願い ************* 
◎子どもの良いところを褒めてください。自信がつきます。自己肯定感が高まり、やる気がでます。 

◎自信をもって大きな声で話してください。いいお話でも聞こえなければ子どもたちは飽きてしま

います。 

◎時にはきびしく、毅然とした態度も必要です。友だちの悪口を言ったり、けがや命にかかわる言

動があったりした時にはしっかり注意しましょう。 

◎活動中に知りえた子どもの秘密は守ってください。また、いかなる場合でも体罰は行ってはいけ

ません。 

*************************************************************************************** 

Q支援までの流れは？ 

お願いしたい内容や日にちを対象の方にお知ら

せします。お手伝いできる方は返信を下さい。学

校より、詳細をご連絡いたします。 

基本的にはメールでのやり取りになりますが、難

しい方はご連絡下さい。 

Qどんなボランティアがあるの？ 

詳細は、登録申込書（別紙）をご覧ください。 

学習支援では、ミシン・裁縫補助や調理実習補助

など、環境整備では、校庭の除草やトイレ掃除、

花の水やりがあります。また、スキー教室の引率

や郷土学習支援などもあります。（学校・教職員のニ

ーズ調査を行い、ボランティアの活動内容を決定しました。） 

Q誰でも入れるの？ 

登録申込書で登録することで、誰でも参加できま

す。年齢性別不問。資格や免許等も必要ありませ

ん。登録申込書（別紙）にご記入の上、学校へご

提出ください。（お子さん経由可） 

Q都合が悪くなったら？ 

もちろん、日程が合わない場合は、遠慮なくお断

りいただいて構いません。 

学校支援ボランティアは、“できる時に”、“でき

る人が”、“できることを”、が基本です。 


